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回
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示
す
実
質
公
債
費
比
率
は
5.8
％
で

第
７
位
の
見
込
み
で
す
。
い
ず
れ

も
良
好
な
財
政
状
況
で
あ
る
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
。

27
年
度
決
算
に
基
づ
く
県
内
14

市
の
財
政
指
標
比
較
で
は
、
財
政

規
模
に
対
す
る
将
来
負
担
比
率
は

マ
イ
ナ
ス
67
・
６
％
で
前
年
度
に

引
き
続
き
第
１
位
、
財
政
構
造
の

弾
力
性
を
判
断
す
る
経
常
収
支
比

率
も
80
・
９
％
で
第
１
位
、
自
治

体
の
財
政
力
を
示
す
財
政
力
指
数

は
０
・
７
９
５
で
第
５
位
、
財
政

規
模
に
対
す
る
公
債
費
の
規
模
を

で
の
総
括
質
疑
、
８
日
〜
15
日
に

開
催
さ
れ
た
各
常
任
委
員
会
で
の

審
査
を
経
て
、
最
終
日
の
23
日
、

本
会
議
に
お
け
る
表
決
の
結
果
、

す
べ
て
の
会
計
に
つ
い
て
全
会
一

致
で
認
定
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
を
初
め
、
８
特
別
会

計
、
水
道
事
業
会
計
の
27
年
度
決

算
に
つ
い
て
、
９
月
２
日
に
会
計

管
理
者
か
ら
内
容
の
説
明
が
あ

り
、
代
表
監
査
委
員
の
審
査
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
７
日
の
本
会
議

平
成
28
年
第
３
回
定
例
会

は
、
９
月
１
日
か
ら
23
日
ま
で

の
23
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

市
長
提
案
に
よ
り
、
人
事
案

件
４
件
、
27
年
度
決
算
認
定
10

件
、28
年
度
補
正
予
算
案
９
件
、

条
例
の
制
定
・
一
部
改
正
案
２

件
、
及
び
そ
の
他
の
議
案
１
件

の
計
26
件
が
提
出
さ
れ
、
す
べ

て
原
案
の
と
お
り
可
決（
認
定
）

さ
れ
ま
し
た
。
ほ
か
、
27
年
度

健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不

足
比
率
な
ど
６
件
の
報
告
を
受

け
ま
し
た
。

ま
た
、
陳
情
採
択
に
伴
う
意

見
書
案
が
議
員
か
ら
提
出
さ

れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は
６
人
の
議
員

が
そ
れ
ぞ
れ
市
の
対
応
や
考
え

方
を
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

平成28年平成平成平成2成28年28年8年 ３第３回

９月１９月１日 木（木木（木木）木）
～～～2232323日 金（金金（金金）金）

平成28年 第３回

９月１日（木）
～23日（金）

平成28年 第３回

定 例 会定 例 会
９月１日（木）
～23日（金）

平
成
27
年
度

決
算
を
認
定

平
成
27
年
度

決
算
を
認
定
健
全
財
政
を
維
持

健
全
財
政
を
維
持

一般会計  

特別会計

※資本的収支の不足額については、損益勘定留保資金等で補てんされました。

会　　　　　計　　　　　名
■平成 27 年度一般・特別会計歳入歳出決算

■平成 27年度水道事業会計決算（税込）

（単位：千円）

（単位：千円）

歳　　入 歳　　出

国民健康保険
後期高齢者医療
介護保険（保険事業勘定）
介護保険（介護サービス事業勘定）
公共下水道事業
農業集落排水事業
石橋駅周辺土地区画整理事業
仁良川地区土地区画整理事業

296億7923万0
70億6698万8
5億1349万8
36億4000万2

559万7
17億0139万9
4億2848万1
2055万2

6億5340万2

276億3266万0
65億9525万4
5億0828万5
34億9107万4

450万8
15億9631万9
4億0846万6
1282万4

5億2292万9

収益的収支
資本的収支

区　　　　分 収　　入 支　　出
10億6501万9
1億3873万7

8億4387万9
5億8842万8

■主な財政指標

各年度の将来負担比率（％）

※△はマイナス、決算報告では数値は示さず「－」と表記される。

将来負担比率 （％）※
経常収支比率 （％）
財政力指数
実質公債費比率 （％）

項　　目 25年度 26年度
△ 62.0
84.2
0.802
7.5

△ 69.4
85.5
0.801
6.9

27年度
△ 67.6
80.9
0.795
5.8

○将来負担比率……市が現在抱えている負債の大きさを財政規模に対する割合で表したもの。
○経常収支比率……人件費や公債費などの義務的経費に一般財源がどの程度費やされているか表

したもの。
○財政力指数………標準的な行政を行う場合に必要な一般財源額のうち、どの程度地方税等の収

入でまかなえるかを表したもの。
○実質公債費比率…市の借金の返済金が税などの一般財源に占める割合。低いほうが望ましく、

18％を超えると地方債の発行に国や県の許可が必要となる。
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△69.4 △67.6
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不
用
額
が
増
加

不
用
額
が
前
年
度
に
比
べ
約
３
億
円
増
加

し
て
い
る
。
予
算
現
額
に
対
す
る
割
合
も
ふ

え
て
お
り
、
支
出
の
縮
減
に
努
め
た
結
果
と

思
わ
れ
る
が
、
適
正
な
事
務
事
業
の
執
行
に

努
め
ら
れ
た
い
。

水
道
事
業

有
収
率
の
向
上
を

普
及
率
・
配
水
量
は
前
年
度
よ
り
増
加
し

て
い
る
が
、
有
収
率
は
約
0.6
ポ
イ
ン
ト
減
の

90
・
02
％
で
あ
っ
た
。
有
収
率
低
下
の
要
因

と
し
て
は
施
設
の
老
朽
化
に
よ
る
漏
水
等
が

考
え
ら
れ
る
た
め
、
有
収
率
の
向
上
に
向
け

今
後
も
老
朽
化
し
た
管
の
布
設
替
え
や
施
設

の
計
画
的
な
更
新
を
図
ら
れ
た
い
。

市
税
収
入
は
前
年
度
よ
り
も
0.4
％
減
の
93
億
８
８
９
１
万
３
千

円
で
し
た
。
個
人
市
民
税
の
減
少
と
家
屋
の
評
価
替
え
に
よ
る
固

定
資
産
税
の
減
少
が
、
企
業
業
績
改
善
等
に
伴
う
法
人
市
民
税
の

増
加
を
上
回
り
ま
し
た
。
徴
収
率
は
前
年
度
よ
り
0.8
％
上
昇
し
、

95
・
７
％
で
し
た
。

市
税
は
歳
入
全
体
の
31
・
６
％
を
占
め
、
前
年
度
繰
越
金
や
基

金
繰
入
金
な
ど
を
含
め
た
自
主
財
源
の
比
率
は
43
・
２
％
で
し
た
。

国
庫
支
出
金
は
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
、
子
ど
も
の

た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
負
担
金
お
よ
び
地
域
消
費
喚
起
・
生

活
支
援
型
交
付
金
等
の
増
な
ど
に
よ
り
５
億
８
７
５
６
万
８
千

円
、
24
・
１
％
の
増
、
県
支
出
金
も
障
が
い
者
自
立
支
援
給
付
費

負
担
金
、
国
民
健
康
保
険
基
盤
安
定
負
担
金
の
増
な
ど
に
よ
り
、

３
１
９
４
万
７
千
円
、
2.2
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

投
資
的
経
費
で
あ
る
普
通
建
設
事
業
費
は
79
億
９
３
１
４
万

円
で
前
年
度
よ
り
42
億
６
１
２
２
万
３
千
円
、
率
に
し
て

１
１
４
・
２
％
の
大
幅
増
と
な
り
ま
し
た
。
庁
舎
建
設
事
業

34
億
２
０
２
６
万
６
千
円
、
薬
師
寺
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
建
設
事

業
３
億
７
２
８
７
万
９
千
円
、
大
松
山
運
動
公
園
拡
張
整
備
事
業

４
億
５
５
７
７
万
２
千
円
、
小
学
校
校
舎
空
調
設
備
設
置
事
業

３
億
６
６
２
２
万
８
千
円
な
ど
大
き
な
事
業
が
増
額
の
主
な
原
因

で
す
。

ほ
か
に
も
、
積
立
金
は
６
億
９
０
５
６
万
８
千
円
で
、
前
年

度
よ
り
３
億
８
０
８
１
万
１
千
円
、
率
に
し
て
１
２
２
・
９
％

の
増
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
の
健
全
財
政
運
営
に
備
え
、

３
億
７
９
９
９
万
７
千
円
を
地
方
債
繰
り
上
げ
償
還
財
源
に
充

当
、
減
債
基
金
へ
２
億
２
９
８
０
万
円
、
公
共
施
設
整
備
基
金
へ

４
億
41
万
１
千
円
を
積
み
立
て
ま
し
た
。

決算審査報告をする瀧沢代表監査委員

歳　

入

市
税
収
入
は
0.4
％
の
減

歳　

出

投
資
的
経
費
が
増
加

一 

般 

会 

計 

概 

要

一 

般 

会 

計 

概 

要

監
査
委
員

 

決
算
審
査
意
見

監
査
委
員

 

決
算
審
査
意
見

市税
93億8,891万3千円

31.6%

市債
69億3,350万円

23.4%

地方交付税
38億6,906万3千円

13.0%

国庫支出金
30億2,056万3千円

10.2%

県支出金
14億5,243万1千円

4.9%

繰越金
13億9,056万円

4.8%
その他

36億2,420万円
12.1%

人件費
34億3,831万6千円

12.4%

扶助費
38億7,624万7千円

14.0%

公債費
27億5,139万1千円

10.0%

普通建設事業費
79億9,314万円

28.9%災害復旧費
8,588万1千円

0.3%

物件費
30億5,873万3千円

11.1%

補助費等
27億6,826万8千円

10.0%

繰出金
23億1,537万2千円

8.4%

その他
13億4,531万2千円

4.9%

義務的経費
100億6,595万4千円

36.4%

投資的経費
80億7,902万1千円

29.2%

その他の経費
94億8,768万5千円

34.4%

総額276億3,266万円

■平成27年度一般会計決算

円円

歳
出

歳
入

（
性
質
別
） 総額296億7,923万円
※歳入から歳出を差し引いた額 20億 4,657 万円は 28年度会計へ繰り越されます。
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ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
さ
れ

た
古
新
聞
な
ど
の
資
源
ゴ
ミ
が
、

指
定
業
者
以
外
の
業
者
に
持
ち
去

ら
れ
る
こ
と
が
問
題
と
な
り
、
条

例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

主
な
改
正
点
は

①
資
源
ゴ
ミ
は
市
と
市
が
委
託
す

る
者
以
外
、
収
集
運
搬
し
て
は

な
ら
な
い
。

②
市
民
は
持
ち
去
り
を
目
撃
し
た

ら
通
報
す
る
よ
う
に
努
力
す
る
。

③
市
長
は
、
持
ち
去
り
業
者
に
対

し
警
告
で
き
る
。
警
告
に
従
わ

な
い
場
合
は
命
令
。
命
令
に
違

反
す
る
と
20
万
円
以
下
の
罰
金
。

施
行
日
は
平
成
29
年
１
月
１
日

で
す
。

空
家
等
対
策
に
関
す
る
特
別
措

置
法
が
27
年
５
月
に
全
面
施
行
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
空
家
等
に
関

す
る
措
置
を
市
が
適
切
に
講
じ
る

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
分
野

の
専
門
家
で
構
成
さ
れ
る
組
織
を

設
置
す
る
た
め
、
本
条
例
を
制
定

し
ま
し
た
。

同
法
で
は
首
長
権
限
で
空
家
等

の
立
ち
入
り
調
査
や
所
有
権
特
定

の
た
め
の
税
情
報
の
内
部
利
用
が

可
能
と
な
り
、
協
議
会
で
は
こ
れ

ら
の
権
限
を
有
効
か
つ
公
平
に
活

用
す
る
た
め
、
特
定
空
家
等
に
対

す
る
措
置
の
方
針
に
関
す
る
こ
と

な
ど
が
協
議
さ
れ
ま
す
。

母
子
父
子
寡
婦
福
祉
事
業

に
お
け
る
相
談
事
業
の
件

数
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。
相
談
の

内
容
は
ど
の
よ
う
に
分
析
さ
れ
て

い
る
の
か
、
今
後
、
何
が
必
要
な

の
か
。

内
容
は
、
経
済
支
援
、
生

活
援
護
（
Ｄ
Ｖ
相
談
も
含

む
）
が
44
％
、
生
活
一
般
に
関
す

る
こ
と
が
39
％
、
子
ど
も
に
関
す

る
こ
と
が
17
％
で
あ
る
。
相
談
体

制
の
充
実
、
一
時
保
護
体
制
の
確

保
、
関
係
機
関
と
の
連
携
体
制
整

備
が
重
要
で
あ
る
。
28
年
度
か
ら

相
談
員
を
１
名
増
員
し
（
計
２

名
）、
民
間
シ
ェ
ル
タ
ー
へ
の
補

助
金
を
増
額
し
た
。

雇
用
支
援
対
策
費
は
新
し

い
雇
用
に
対
し
て
６
ヶ
月

以
上
雇
用
し
た
場
合
、
事
業
主
に

払
わ
れ
る
奨
励
金
だ
が
、
８
名
分

が
支
払
わ
れ
て
い
る
。
何
社
に
対

し
て
の
も
の
か
。

２
社
で
あ
る
。
介
護
福
祉

関
係
の
事
業
所
３
名
と
服

飾
製
造
の
事
業
所
５
名
の
雇
用
と

な
っ
て
い
る
。

育
児
マ
マ
・
パ
パ
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
事
業
（
在
宅
乳

幼
児
一
時
預
か
り
）
は
、
27
年
度

よ
り
時
間
が
拡
大
さ
れ
、
１
人
あ

た
り
36
時
間
分
の
利
用
券
が
交
付

さ
れ
て
い
る
。
発
行
件
数
、
利
用

枚
数
と
も
に
急
増
し
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

26
年
度
ま
で
は
生
後
３
か

月
か
ら
１
歳
未
満
が
対
象

で
12
時
間
分
だ
っ
た
。
27
年
度
か

ら
時
間
拡
大
と
と
も
に
、
対
象
年

齢
も
３
歳
未
満
ま
で
引
き
上
げ
た

た
め
、
26
年
度
と
比
べ
約
３
倍
の

利
用
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

市
制
10
年
を
記
念
し
て
市

歌
が
制
定
さ
れ
た
が
、
ま

だ
ま
だ
市
民
に
定
着
し
て
い
な

い
。
定
着
の
た
め
の
方
策
は
考
え

て
い
る
か
。

小
中
音
楽
祭
や
学
校
祭
な

ど
で
子
ど
も
に
歌
っ
て
も

ら
う
こ
と
や
、
屋
外
拡
声
器
で
流

し
て
い
る
市
歌
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
を

歌
詞
付
き
の
も
の
に
す
る
こ
と
な

ど
を
検
討
し
た
い
。

歳
入
の
障
害
児
通
園
事
業

負
担
金
、
こ
ば
と
園
使
用

料
、
歳
出
の
こ
ば
と
園
事
業
の
内

容
を
問
う
。

障
害
児
通
園
事
業
負
担
金

は
、
上
三
川
町
在
住
で
こ

ば
と
園
を
利
用
し
て
い
る
児
童
が

い
る
た
め
、
上
三
川
町
か
ら
の
負

担
金
。
こ
ば
と
園
使
用
料
は
、
利

用
者
か
ら
の
負
担
金
、
国
保
連
か

ら
の
給
付
、
プ
ラ
ン
策
定
の
計
画

相
談
支
援
給
付
費
の
３
つ
か
ら
な

る
。
こ
ば
と
園
事
業
は
こ
ば
と
園

を
運
営
す
る
経
費
で
あ
る
。

空
家
等
対
策
協
議
会
設
置
条

例
の
制
定

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

条
例
条
例

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

こ
の
２
つ
の
語
句
は
ど
ち
ら
も
「
空
家
等
対
策
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
で

次
の
通
り
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
「
空
家
等
」・
・
・
・
建
築
物
又
は
こ
れ
に
附
属
す
る
工
作
物
で
あ
っ
て
居
住

そ
の
他
の
使
用
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
常
態
で
あ

る
も
の
及
び
そ
の
敷
地

●
「
特
定
空
家
等
」・
・「
空
家
等
」
の
う
ち
、
放
置
す
れ
ば
倒
壊
な
ど
保
安
上

危
険
と
な
る
、
ま
た
は
衛
生
上
有
害
と
な
る
お
そ
れ
の

あ
る
状
態
や
、
適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
た
め

に
著
し
く
景
観
を
損
な
っ
て
い
る
状
態
と
な
っ
て
い
る

も
の
な
ど

総総総総
括括括括括括括
質質質質質質質質質
括
質
括
総
括
総総総総
括
質
疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑

総
括
質
疑

一
般
会
計
決
算
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人
権
擁
護
委
員
の
任
期
が
本
年

12
月
31
日
を
も
っ
て
満
了
と
な
る

こ
と
か
ら
、
左
表
の
と
お
り
実
績

と
信
頼
の
あ
る
４
氏
を
再
任
す
る

こ
と
と
し
て
推
薦
す
る
こ
と
に
同

意
し
ま
し
た
。

債
務
負
担
行
為
補
正
に
あ
る
図
書
館
指
定
管
理
業
務
に
つ
い
て

は
、
３
館
す
べ
て
を
指
定
管
理
に
し
、
石
橋
図
書
館
を
統
括
館
と

す
る
も
の
だ
が
、
27
年
度
の
図
書
館
評
価
で
は
市
直
営
の
南
河
内

図
書
館
の
評
価
が
高
い
結
果
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
外
部
評
価
委

員
の
総
評
で
は
直
営
と
民
間
の
相
乗
効
果
に
よ
る
成
果
が
見
受
け

ら
れ
た
と
い
う
、
現
在
の
運
営
形
態
が
評
価
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ

３
館
と
も
指
定
管
理
に
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
理
解
で
き
な
い
。

ま
た
、
図
書
館
基
本
計
画
で
は
基
幹
的
業
務
を
生
涯
学
習
文
化

課
が
直
接
運
営
す
る
と
し
て
お
り
、
市
民
課
窓
口
が
置
か
れ
て
い

る
南
河
内
図
書
館
の
直
営
を
継
続
す
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
石
橋

図
書
館
を
統
括
館
と
す
る
合
理
的
説
明
が
乏
し
い
。

25
年
度
か
ら
石
橋
図
書
館
と
国
分
寺
図
書
館
に
指
定
管
理
が
導

入
さ
れ
て
い
る
が
、
利
用
者
・
貸
出
冊
数
に
お
い
て
大
き
な
成
果

を
上
げ
て
お
り
、
今
回
策
定
の
図
書
館
基
本
計
画
で
「
３
館
に
指

定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
」
と
し
た
こ
と
は
、
当
然
の
こ
と
で

あ
る
。

本
議
案
は
、
決
算
額
の
確
定
に
よ
る
予
算
の
組
み
な
お
し
と
い

う
公
会
計
に
お
け
る
ル
ー
テ
ィ
ン
化
さ
れ
た
作
業
工
程
の
一
環
で

あ
り
、
図
書
館
指
定
管
理
業
務
に
対
す
る
債
務
負
担
行
為
が
あ
る

と
い
う
点
の
み
で
反
対
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

一
般
会
計
（
主
な
歳
出
）

○
積
立
金

４
億
２
千
万
円

剰
余
金
を
公
共
施
設
整
備
基
金

へ
積
み
立
て
る
。

○
地
域
総
合
整
備
資
金
貸
付
事
業

４
億
３
６
０
０
万
円

国
の
制
度
を
利
用
し
て
石
橋
総

合
病
院
の
新
築
移
転
事
業
へ
融
資

す
る
。

○
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業

１
８
４
万
８
千
円

リ
オ
五
輪
で
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
た
髙
藤
選
手
へ
の
報
償
費
、
市

民
報
告
会
費

○
市
債
繰
上
償
還

８
億
５
２
４
３
万
８
千
円

○
債
務
負
担
行
為
補
正

29
年
度
か
ら
５
年
間
、
き
ら
ら

館
、
図
書
館
３
館
の
管
理
運
営
業

務
を
指
定
管
理
者
に
委
託
す
る
た

め
、
限
度
額
を
設
定
し
た
。

き
ら
ら
館２

億
８
５
０
０
万
円

図
書
館
３
館

４
億
円

28
年
度
各
会
計
の
補
正
予
算
案

が
提
案
さ
れ
、
左
記
の
よ
う
に
原

案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。
各
会
計

と
も
前
年
度
決
算
に
伴
う
繰
越
金

の
計
上
が
共
通
し
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
で
は
、
地
方
交
付

税
や
臨
時
財
政
対
策
債
発
行

限
度
額
の
確
定
な
ど
に
よ
り

17
億
７
５
５
５
万
９
千
円
を
追

加
、
予
算
総
額
が
２
５
９
億
円
を

超
え
ま
し
た
。

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成
平平平平平平平平
成成成成成成成成成成成成成成成成
22
成成成成成成
22222222222228
成成成成成
22888888888888888
年年年年年年年年年年

各各各
会会会会会
計計
補
正正
予予予予予予予予予
算算算
ををををを
可可可可可可可
決決決決決決

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度度度
各各各各

年年年年
度度度度
各各各各各各各各各各各各
会会会会会会会会

度度度度度度度度度
各各各各各各各各各各各各
会会会会会会会会会会会会会
計計

各各各各各各
会会会会会会会会会会
計計計計計計計計計計計計
補

会会会会会会会会会会会
計計計計計計計計計計計計計
補補補補補補補補補補補補
計計計計計計計計計計計
補補補補補補補補補補補補
正正正正正正正正正正正正
補補補補補補補補補補補補
正正正正正正正正正正正正
予予予予予予予予予予予予
正正正正正正正正正正正正
予予予予予予予予予予予予予予予予予予予
算算算算算算算算算算算算
を

予予予予予予予予
算算算算算算算算算
ををををををををををを
算算算算算
をををををををををををををを
可可可可可可可可可可可可
決決決

をををををををを
可可可可可可可可可可可
決決決決決決決決決決決決
可可可可可可
決決決決決決決

平
成
28
年
度
各
会
計
補
正
予
算
を
可
決

平
成
28
年
度
各
会
計
補
正
予
算
を
可
決

一般会計  

特別会計

会　　　　　計　　　　　名
■平成 28 年度各会計補正予算 （単位：千円）

補　正　額 補正後の予算額

国民健康保険
後期高齢者医療
介護保険（保険事業勘定）
介護保険（介護サービス事業勘定）
公共下水道事業
農業集落排水事業
石橋駅周辺土地区画整理事業
仁良川地区土地区画整理事業

17億7555万9
1億0873万1

521万2
1億1306万8

108万8
7797万9
2001万4
772万7
4827万2

259億1674万4
66億6082万9
5億5141万6
38億6224万9

745万6
17億1555万6
4億3214万8
1732万7

7億7867万4

平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

図
書
館
指
定
管
理
業
務
に
つ
い
て

賛
成
賛
成
（
野
田
善
一
議
員
）

反
対
反
対
（
村
尾
光
子
議
員
）

討 

論
討 

論

人
事
人
事

表決のようす

中　川　賢　一

布袋田　正　孝

津野田　久　江

永　山　登志子

氏　　名

再任

再任

再任

再任

新・再職　　名

人権擁護委員

なか がわ けん いち

ほてい だ まさ よし

つ の だ ひさ え

なが やま と し こ
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９
月
１
日

本
会
議
【
開
会
】

（
議
案
の
説
明
、

一
部
表
決
）

２
日

本
会
議

（
決
算
の
説
明
、

監
査
委
員
報
告
）

５
日

本
会
議

（
一
般
質
問
）

６
日

本
会
議

（
一
般
質
問
）

７
日

本
会
議

（
議
案
の
質
疑
、

委
員
会
付
託
）

８
、９
日総

務
常
任
委
員
会

（
付
託
案
件
審
査
）

12
、
13
日教

育
福
祉

常
任
委
員
会

（
付
託
案
件
審
査
）

14
、
15
日経

済
建
設

常
任
委
員
会

（
付
託
案
件
審
査
）

23
日

本
会
議
【
閉
会
】

（
委
員
長
報
告
、

表
決
）

第
３
回
定
例
会

会

期

日

程

趣旨採択趣旨採択

採　択採　択

継続審査継続審査

意
見
書
を
国
に
提
出

意
見
書
を
国
に
提
出

　

第
２
回
定
例
会
か
ら
継
続

審
査
と
な
っ
て
い
た
「
児
山

城
址
史
跡
保
存
整
備
の
請
願
」

に
つ
い
て
は
、
６
月
24
日
に

教
育
福
祉
常
任
委
員
会
を
開

き
担
当
課
に
出
席
を
求
め
、

現
状
と
今
後
の
計
画
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
「
県
で
指
定

さ
れ
て
い
る
史
跡
の
周
囲
を

市
は
指
定
で
き
な
い
。
周
囲

の
史
跡
認
定
を
県
に
申
請
す

る
た
め
に
は
調
査
が
必
要
」

「
今
年
度
か
ら
32
年
度
ま
で

実
施
さ
れ
る
発
掘
調
査
の
経

過
を
見
守
り
、
全
容
を
把
握

し
た
時
点
で
方
向
性
を
示
し

て
も
よ
い
の
で
は
」「
有
志

の
方
々
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
り
除
草
活
動
を
さ
れ
て
い

る
状
況
も
考
慮
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
な
ど
の
意
見
が

あ
り
、
９
月
13
日
の
委
員
会

で
は
「
趣
旨
採
択
す
べ
き
も

の
」
と
決
定
さ
れ
、
本
会
議

に
お
い
て
も
全
会
一
致
で
趣

旨
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

児
山
城
址
史
跡
・

　
　
　
保
存
整
備
の
請
願

児
山
城
址
史
跡
・

　
　
　
保
存
整
備
の
請
願

児山城址の整備に関し、下記事項の速やかな対応を求める。
・児山城址地権者や県と協議し、市有地化する。
・市史跡公園として認定整備し、文化財遺産として適正管理する。
・グリムの館との複合的観光文化施設として地域活性化に繋げる。
・小中学校の歴史教育に郷土の史跡研修教材として活用する。

　

第
２
回
定
例
会
か
ら
継
続

審
査
と
な
っ
て
い
た
「
川
の

日
を
国
民
の
祝
日
に
定
め
る

こ
と
を
求
め
る
意
見
書
に
関

す
る
陳
情
」
に
つ
い
て
は
、

９
月
９
日
の
総
務
常
任
委
員

会
に
お
い
て
再
度
審
査
を
行

い
ま
し
た
。委
員
か
ら
は「
飲

料
水
や
水
稲
等
、
食
物
の
生

産
に
川
の
恩
恵
を
受
け
て
お

り
、
川
の
日
が
あ
っ
て
も
よ

い
と
考
え
る
」
な
ど
の
意
見

が
あ
り
、「
採
択
す
べ
き
も

の
」
と
決
定
さ
れ
、
本
会
議

に
お
い
て
も
全
会
一
致
で
採

択
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
陳
情
の
採
択
に
伴
い
、

総
務
常
任
委
員
長
か
ら
意
見

書
案
が
提
出
さ
れ
、
全
会
一

致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
意

見
書
は
内
閣
総
理
大
臣
、
衆

参
両
院
議
長
ほ
か
関
係
機
関

に
送
付
し
ま
し
た
。

川
の
日
を
国
民
の
祝
日
に
定
め
る
こ
と
を

　
　
　
　
求
め
る
意
見
書
に
関
す
る
陳
情

川
の
日
を
国
民
の
祝
日
に
定
め
る
こ
と
を

　
　
　
　
求
め
る
意
見
書
に
関
す
る
陳
情

川の恩恵を享受していることに感謝し、川の大切さを考え直す
きっかけの日とするため、国民の祝日として「川の日」を制定す
るよう、国への提出を求める。

　
「
市
指
定
ご
み
袋
の
導
入

に
関
す
る
陳
情
」
は
導
入
に

反
対
す
る
も
の
で
、
総
務
常

任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し

た
。
審
査
で
は
、
委
員
か
ら

「
国
か
ら
有
料
化
を
図
る
べ

き
と
の
指
針
が
あ
る
が
、
袋

の
指
定
で
は
な
い
。
有
料
化

が
避
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
時

に
指
定
袋
を
導
入
す
れ
ば
十

分
で
あ
る
」「
小
山
市
や
宇

都
宮
市
が
指
定
を
し
て
い
な

い
状
況
で
あ
り
、
現
状
で
よ

ろ
し
い
と
思
う
」
と
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、「
趣
旨
は
理
解
で

き
る
が
、
市
で
は
ご
み
減
量

化
の
た
め
研
究
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
も
あ
り
、
様
々
な
状

況
を
考
え
る
時
間
が
必
要
で

あ
る
」
な
ど
継
続
審
査
を
求

め
る
意
見
も
出
さ
れ
、
協
議

の
結
果
、
さ
ら
に
慎
重
に
審

査
を
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
継
続
審
査
と
な
り
ま
し

た
。

市
指
定
ご
み
袋
の

　
　
導
入
に
関
す
る
陳
情

市
指
定
ご
み
袋
の

　
　
導
入
に
関
す
る
陳
情

市民にとって日々の生活費を節約することは切迫した問題であ
り、また、ごみ袋の用途にしかならないものを購入することはご
みをふやす側面もあるので、市指定のごみ袋は導入しないよう求
める。
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第３回定例会の審議結果第３回定例会の審議結果
認定 1号
認定 2号
認定 3号

認定 4号

認定 5号

認定 6号
認定 7号

認定 8号

認定 9号

認定 10号

議案 58号
議案 59号
議案 60号

議案 61号

議案 62号

議案 63号
議案 64号

議案 65号

議案 66号

議案 67号

議案 68号

議案 69号

請願 1号

陳情 1号

発議 2号

陳情 2号

議案等番号 付　議　事　件 賛成 反対 結果 主　　な　　内　　容
16
16
16

16

16

16
16

16

16

16

15
16
16

16

16

16
16

16

16

16

16

16

16

16

16

16

0
0
0

0

0

0
0

0

0

0

1
0
0

0

0

0
0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

可決
可決
可決

可決

可決

可決
可決

可決

可決

可決

可決
可決
可決

可決

可決

可決
可決

可決

可決

可決

可決

可決

趣旨採択

採択

可決

継続

平成 27年度一般会計歳入歳出決算認定
平成 27年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定
平成 27年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定
平成 27 年度介護保険特別会計（保険事業勘定）歳入歳出
決算認定
平成 27 年度介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）
歳入歳出決算認定
平成 27年度公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定
平成 27年度農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定
平成 27 年度小山栃木都市計画事業石橋駅周辺土地区画整
理事業特別会計歳入歳出決算認定
平成 27 年度小山栃木都市計画事業仁良川地区土地区画整
理事業特別会計歳入歳出決算認定

平成 27年度水道事業会計決算認定

平成 28年度一般会計補正予算（第２号）
平成 28年度国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
平成 28年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
平成 28 年度介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算
（第１号）
平成 28 年度介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）
補正予算（第１号）
平成 28年度公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）
平成 28年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）
平成 28 年度小山栃木都市計画事業石橋駅周辺土地区画整
理事業特別会計補正予算（第１号）
平成 28 年度小山栃木都市計画事業仁良川地区土地区画整
理事業特別会計補正予算（第１号）

平成 27年度水道事業会計未処分利益剰余金の処分

空家等対策協議会設置条例の制定

廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正

児山城址史跡　保存整備の請願

「川の日を国民の祝日に定めること」を求める意見書に関
する陳情
「川の日を国民の祝日に定めることを求める意見書（案）」提出

市指定ごみ袋の導入に関する陳情

26年度と比較して 539万 8千円、24.3％の増（歳出）。
26年度と比較して10億4,678万9千円、18.9％の増（歳出）。
26年度と比較して 842万 5千円、1.7％の増（歳出）。

26年度と比較して 2億 2538 万 8千円、6.9％の増（歳出）。

26年度と比較して 87万 9千円、24.2％の減（歳出）。

26年度と比較して 2億 7511 万円、14.7％の減（歳出）。
26年度と比較して 1278 万 3千円、3.0％の減（歳出）。

26年度と比較して 1680 万 2千円、56.7％の減（歳出）。

26年度と比較して 1億 5253 万 7千円、22.6％の減（歳出）。

国分寺地区の水源施設設備更新工事、南河内地区の配水場施
設設備更新工事を実施。
総合病院新築移転事業など 17億 7555 万 9千円の増。
前年度決算に伴う繰越金の確定等により1億873万 1千円の増。
前年度決算に伴う繰越金の確定により 521万 2千円の増。
前年度決算に伴う繰越金の確定等により 1 億 1306 万 8 千円
の増。

前年度決算に伴う繰越金の確定により 108万 8千円の増。

前年度決算に伴う繰越金の確定により 7797 万 9千円の増。
前年度決算に伴う繰越金の確定により 2001 万 4千円の増。

前年度決算に伴う繰越金の確定により 772万 7千円の増。

前年度決算に伴う繰越金の確定により 4827 万 2千円の増。

26 年度未処分利益剰余金 3 億 3474 万 818 円について資本
金組入れなどの処分。
空家等対策の推進に関する特別措置法第７条に基づき、下野
市空家等対策協議会を設置するため条例を制定する。

市が指定した者以外によるごみステーションからの資源物の
回収を禁止し、違反者に対する罰則としての罰金を定めるた
め、条例の一部を改正する。

市史跡公園として認定整備し、文化財遺産として適正管理す
ることなどを求める請願に対し、趣旨採択すべきものと決定。
「川の日を国民の祝日に定めること」について、国に意見書提
出を求める。
陳情 1号に関する意見書を国に提出。
市指定ごみ袋の導入について、導入しないよう求める陳情に
対し、総務常任委員会で継続審査とする。

表決が分かれた議案の議員賛否状況

議会へ報告があったもの（表決はありません）
○…賛成　●…反対　欠…欠席　（議長は表決に加わらない）

議案58号

議案等
番号 付　　　議　　　事　　　件

○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ●

村
尾

光
子

岡
本

鉄
男

松
本

賢
一

磯
辺

香
代

岩
永

博
美

髙
山

利
夫

野
田

善
一

若
林

稔

塚
原

良
子

秋
山

幸
男

須
藤

勇

小
谷
野
晴
夫

石
田

陽
一

髙
橋

芳
市

大
島

昌
弘

柳
田
柳
太
郎

中
村

節
子

出
口

芳
伸

平成 28年度一般会計補正予算（第２号）

議案等番号 案　　　　件　　　　名 内　　　　容

報告 10号

報告 11号

報告 12号

報告 13号

報告 14号

報告 15号

平成 27年度一般会計継続費精算報告書

平成 27年度健全化判断比率及び資金不足比率
平成 27 年度公益財団法人下野市農業公社の経営状況説明
書の提出
平成 27年度株式会社道の駅しもつけの経営状況説明書の提出
平成 27 年度一般財団法人グリムの里いしばしの経営状況
説明書の提出
平成 28年度下野市教育委員会点検・評価報告書の提出

庁舎建設事業や第二次総合計画策定事業などの継続事業が終了したことによる
報告。
実質公債費比率は 26年度よりもさらに下回る 5.8％。
農地利用集積円滑化事業、地域特産物の研究開発及び商品化に関する事業など、
平成 27年度の事業報告。
イベントの充実やふれあい館の運営など、平成 27年度の事業報告。

ホール事業や企画展事業など、平成 27年度の事業報告。

教育委員会所管の主な事業について、外部評価委員の評価結果等の報告。
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委
員
会
報
告

常 任 委 員 会
審 査 報 告
常 任 委 員 会
審 査 報 告
常 任 委 員 会
審 査 報 告

定例会で委員会付託された議案等について、各常任委員会の審査状況を報告いたします。定例会で委員会付託された議案等について、各常任委員会の審査状況を報告いたします。

国分寺運動公園テニスコート

石橋小学校

第二薬師寺幼稚園（認定こども園）

三王山ふれあい公園

仁良川地区土地区画整理事業現場

石橋南部ほ場整備地区内集会施設建設現場

上大領公民館

石橋窓口（石橋公民館内）

薬師寺コミュニティーセンター防災倉庫

現地調査を実施しました現地調査を実施しました
教育福祉常任委員会 経済建設常任委員会 総務常任委員会

　

第
３
回
定
例
会
は
27

年
度
会
計
の
決
算
が
提

出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

各
委
員
会
と
も
27
年
度

に
実
施
さ
れ
た
事
業
の

審
査
に
多
く
の
時
間
を

費
や
し
ま
し
た
。

　

審
査
に
先
立
ち
、
事

業
が
実
施
さ
れ
た
現
地

に
赴
き
調
査
を
実
施
、

担
当
者
か
ら
説
明
を
受

け
な
が
ら
整
備
さ
れ
た

施
設
や
設
備
な
ど
各
事

業
の
成
果
を
確
認
し
ま

し
た
。

現
地
調
査
し
た
事
業

■
総
務
常
任
委
員
会

　

・
災
害
事
業（
防
災
倉
庫
）

　

・
自
治
会
公
民
館
建
設

費
補
助
事
業（
上
大

領
公
民
館
）　

な
ど

■
経
済
建
設
常
任
委
員
会

　

・
経
営
体
育
成
支
援
事

業（
農
林
水
産
業
費
）

　

・
仁
良
川
地
区
土
地
区

画
整
理
事
業　

な
ど

■
教
育
福
祉
常
任
委
員
会

　

・
国
分
寺
運
動
公
園
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
改
修
事
業

　

・
小
学
校
校
舎
空
調
設

備
設
置
事
業（
石
橋

小
学
校
）　
　

な
ど
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委
員
会
か
ら

定
例
会
最
終
日
に
行
わ
れ
た

総
務
常
任
委
員
会
審
査
結
果
報

告
で
は
、
次
の
内
容
を
市
に
求
め

ま
し
た
。

■
デ
マ
ン
ド
バ
ス
に
つ
い
て

希
望
の
時
間
に
利
用
で
き
な
い

例
が
発
生
し
て
い
る
。
混
雑
す
る

曜
日
、
時
間
帯
の
分
析
研
究
を
進

め
、
接
遇
も
含
め
て
高
齢
者
に
優

し
い
運
行
に
努
力
願
う
。

■
市
民
活
動
支
援
事
業
の
あ
り
方

に
つ
い
て

啓
発
や
教
育
な
ど
地
道
な
公
益

活
動
を
し
て
い
る
が
、
自
己
資
金

を
獲
得
す
る
こ
と
が
困
難
な
団
体

で
も
、
意
欲
を
持
っ
て
活
動
を
継

続
で
き
る
よ
う
、
補
助
制
度
設
計

に
つ
い
て
研
究
を
願
う
。

■
自
治
振
興
費
に
つ
い
て

各
地
域
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン

ト
補
助
へ
の
明
確
な
補
助
基
準
を

作
成
さ
れ
た
い
。

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
集

め
ら
れ
た
物
に
つ
い
て

は
、
条
例
の
対
象
と
し
た
い
。

昨
年
度
は
、
自
然
災
害
の

影
響
、
総
合
計
画
の
策
定

及
び
庁
舎
移
転
の
関
係
で
、
安
全

安
心
課
、
新
庁
舎
準
備
室
、
財
政

課
の
順
に
時
間
外
勤
務
が
多
く

な
っ
た
。税

法
や
建
築
法
上
等
の
問

題
、
空
き
家
バ
ン
ク
の
利

活
用
な
ど
様
々
な
部
署
が
関
連
し

て
お
り
、
横
断
的
な
協
議
が
必
要

で
あ
る
た
め
、
協
議
会
は
も
と
よ

り
全
体
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

資
源
物
の
集
団
回
収
に
つ

い
て
も
、
条
例
の
持
ち
去

り
罰
則
の
対
象
と
な
る
の
か
。

職
員
の
時
間
外
勤
務
手
当

が
年
々
増
加
し
、
27
年
度

は
１
億
円
を
超
え
て
い
る
が
、
要

因
や
部
署
に
よ
る
傾
向
は
あ
る
の

か
。

空
家
等
対
策
の
推
進
に
関

す
る
特
別
措
置
法
で
は
、

市
の
責
務
と
し
て
、
空
家
等
対
策

計
画
の
作
成
及
び
こ
れ
に
基
づ
く

対
策
の
実
施
を
は
じ
め
空
家
等
に

関
す
る
必
要
な
措
置
を
適
切
に
講

ず
る
旨
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
空

家
等
対
策
計
画
や
空
家
等
対
策

条
例
の
策
定
な
し
に
協
議
会
の

設
置
の
み
で
適
切
な
対
応
が
で

き
る
の
か
。

計
画
に
よ
る
施
設
の
維
持
管
理
が

必
要
と
な
る
。
そ
の
対
応
の
た
め

積
み
立
て
る
。

徴
収
率
も
上
昇
し
た
。
滞
納
者
に

は
、
分
納
誓
約
書
に
よ
り
少
し
ず

つ
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
税

の
公
平
性
か
ら
、
な
る
べ
く
時
効

と
せ
ず
に
、
分
納
誓
約
を
継
続
し

て
働
き
か
け
て
い
る
。

現
在
の
返
礼
品
競
争
は
正

し
く
な
い
と
考
え
る
。
良

い
農
産
物
も
あ
り
、
住
環
境
の
良

さ
を
Ｐ
Ｒ
し
、
愛
着
を
持
っ
て
本

市
を
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
仕
組
み
を
考
え
て
い
き
た
い
。

市
税
不
能
欠
損
額
が
前
年

度
よ
り
減
額
と
な
っ
た
理

由
は
何
か
。

時
効
に
よ
る
消
滅
が
大
幅

に
減
少
し
た
こ
と
に
よ

る
。景
気
の
上
向
き
傾
向
に
よ
り
、

積
立
金
は
財
政
調
整
基
金

や
減
債
基
金
へ
で
は
な

く
、な
ぜ
公
共
施
設
整
備
基
金
か
。

今
後
、
公
共
施
設
等
総
合

管
理
事
業
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

他
自
治
体
へ
寄
付
し
た
こ

と
に
よ
り
、
個
人
市
民
税

が
軽
減
さ
れ
た
人
数
を
伺
う
。

６
５
６
人
で
あ
る
。

本
市
へ
の
ふ
る
さ
と
納
税

者
へ
の
返
礼
品
工
夫
や
サ

イ
ト
の
活
用
に
ど
う
取
り
組
む
の

か
。

答 答

問 問総務

下
野
市
空
家
等
対
策
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

設
置
条
例
の
制
定

総務

職
員
の
時
間
外
勤
務
手
当

答

問 総務

下
野
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び

　
　
　

清
掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

答

答

答問問 問総務

ふ
る
さ
と
納
税

総務

市
税
不
能
欠
損
額

答 問 総務

公
共
施
設
整
備
基
金

総務常任委員会
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石
綿
管
の
配
水
管
布
設
替

え
は
何
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
実

施
し
、
残
り
は
ど
の
く
ら
い
か
。

27
年
度
は
８
４
７
メ
ー
ト

ル
実
施
し
た
。
27
年
度
末

時
点
で
残
り
は
導
水
管
と
配
水
管

を
合
わ
せ
て
14
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で

あ
る
。

検
討
し
た
い
。

84
億
８
９
４
２
万
円
で
あ
り
、
残

事
業
費
が
47
億
１
０
５
８
万
円
、

進
捗
率
64
・
３
パ
ー
セ
ン
ト
と
な

る
。
事
業
完
了
に
向
け
鋭
意
努
力

し
て
進
め
て
い
き
た
い
。

マ
ロ
ニ
エ
ー
ル
の
瓜
田
瑠

梨
と
カ
ン
ピ
く
ん
の
イ
ラ

ス
ト
が
描
か
れ
た
ラ
ッ
ピ
ン
グ

カ
ー
は
キ
ャ
ラ
バ
ン

隊
事
業
以
外
に
も
使

わ
れ
て
い
る
の
か
。

キ
ャ
ラ
バ
ン

隊
事
業
専
用

で
あ
る
。
27
年
度
は

１
０
３
回
の
活
動
で

あ
り
、
県
内
各
地
、

首
都
圏
に
も
ラ
ッ
ピ

ン
グ
カ
ー
で
移
動
し

て
い
る
。と

て
も
き
れ

い
に
で
き
て

い
る
の
で
、
あ
い
て

い
る
と
き
は
市
内
の

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
使

い
Ｐ
Ｒ
で
き
な
い
か
。

長
期
に
わ
た
る
事
業
で
あ

る
が
、
進
捗
状
況
は
。

事
業
期
間
平
成
７
年
度

か
ら
35
年
度
ま
で
、
総

事
業
費
１
３
２
億
円
だ
が
、
27

年
度
末
ま
で
の
投
資
事
業
費
は

し
て
い
た
だ
き
、
担
い
手
育
成
支

援
事
業
に
財
源
充
当
す
る
。

童
一
人
当
た
り
３
０
０
円
分
の
補

助
を
行
っ
て
い
る
が
、
27
年
度
は

５
３
０
０
人
分
を
支
出
し
た
。

会
か
ら
の
補
助
金
を
差
し
引
い
た

額
を
補
助
対
象
事
業
費
と
し
、
こ

の
３
分
の
１
以
内
の
額
を
補
助
し

て
い
る
。

ダ
ム
の
代
表
農
家
や
フ
ラ
ン
ク
フ

ル
ト
の
野
菜
農
家
等
を
視
察
し

た
。
市
は
渡
航
費
用
の
４
分
の
１

を
補
助
。

寄
附
の
詳
細
を
伺
う
。

市
内
の
企
業
か
ら
、
使
途

を
農
業
振
興
と
し
て
寄
付

27
年
度
の
事
業
実
績
に
つ

い
て
伺
う
。

学
校
給
食
に
本
市
の
農
畜

産
物
を
使
用
す
る
際
に
児

商
工
会
運
営
費
補
助
金
の

算
出
基
準
を
伺
う
。

商
工
会
が
行
う
地
域
商
工

業
振
興
に
要
す
る
事
業
費

の
う
ち
、
県
及
び
県
商
工
会
連
合

海
外
研
修
活
動
の
内
容
を

伺
う
。

県
の
募
集
人
員
は
14
名
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
研
修
先
と

し
10
日
間
の
日
程
で
ア
ム
ス
テ
ル

答問 経済
建設
仁
良
川
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

答

答

答

問問

問

経済
建設
ラ
ッ
ピ
ン
グ
カ
ー

経済
建設
水
道
事
業

答答 問問 経済
建設
商
工
業
振
興
事
業

経済
建設
農
業
者
団
体
育
成
事
業

答答 問問 経済
建設
農
林
水
産
業
費
寄
付
金

経済
建設
地
産
地
消
推
進
事
業

キャラバン隊のラッピングカー

経済建設常任委員会
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委
員
会
報
告

委
員
会
か
ら

定
例
会
最
終
日
に
行
わ
れ
た
教

育
福
祉
常
任
委
員
会
審
査
結
果
報

告
で
は
、
次
の
内
容
を
市
に
求
め

ま
し
た
。

■
下
野
市
ス
ポ
ー
ツ
大
会
出
場
激

励
金
及
び
褒
賞
金
交
付
要
綱
に
つ

い
て激

励
金
や
褒
賞
金
は
市
内
の
児

童
生
徒
に
と
っ
て
励
み
に
な
る
こ

と
で
あ
り
、
広
く
周
知
さ
れ
る
こ

と
を
望
む
。

■
介
護
保
険
特
別
会
計
（
保
険
事

業
勘
定
）
に
お
け
る
居
宅
介
護
住

宅
改
修
費
に
つ
い
て

居
宅
介
護
住
宅
改
修
費
の
支
給

に
当
た
り
、
在
宅
介
護
推
進
の
観

点
か
ら
利
用
者
の
負
担
軽
減
策
を

調
査
研
究
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
。

こ
と
と
し
た
た
め
、
運
搬
費
用
を

計
上
し
た
。
機
器
の
設
置
先
は
国

分
寺
給
食
セ
ン
タ
ー
を
予
定
し
て

お
り
、
設
置
後
に
学
校
給
食
食
材

の
検
査
を
実
施
す
る
。

た
え
交
付
す
る
も
の
で
あ
る
。
市

ス
ポ
ー
ツ
大
会
出
場
激
励
金
及
び

褒
賞
金
交
付
要
綱
第
４
条
に
基
づ

き
支
出
す
る
も
の
で
あ
る
。

な
い
生
徒
が
い
た
た
め
学
習
支
援

員
（
講
師
）
に
対
す
る
報
償
費
の

支
出
が
少
な
か
っ
た
。
28
年
度
か

ら
は
南
河
内
児
童
館
を
実
施
場
所

に
加
え
た
の
で
参
加
者
が
ふ
え
て

い
る
。

放
射
線
物
質
検
査
機
器
運

搬
業
務
の
内
容
を
伺
う
。

学
校
給
食
食
材
に
お
け
る

放
射
性
物
質
検
査
の
た
め

の
検
査
機
器
を
独
立
行
政
法
人
国

民
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
借
用
す
る

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
入
賞
褒
章

金
に
つ
い
て
伺
う
。

本
市
初
と
な
る
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
た
髙
藤
直
寿
選
手
の
偉
業
を
た

子
ど
も
の
学
習
支
援
事
業

に
つ
い
て
は
27
年
度
の
予

算
執
行
率
が
低
か
っ
た
が
、
見
え

て
き
た
課
題
は
あ
る
か
。

学
校
教
育
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
（
花
の
木
二
丁
目
）

で
実
施
し
た
が
、
地
理
的
に
通
え

保
育
料
が
７
９
６
万
３
５

０
０
円
、
学
童
保
育
料
が

５
８
万
８
９
５
０
円
に
な
る
。
分

納
に
よ
り
納
め
て
い
た
だ
い
て
い

る
。

祉
課
職
員
や
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
職
員
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
に

よ
る
虐
待
対
応
会
議
を
開
催
し
対

策
を
検
討
す
る
。
対
応
に
困
難
が

生
じ
る
場
合
に
は
弁
護
士
や
社
会

福
祉
士
等
で
構
成
さ
れ
る
虐
待
対

応
専
門
職
チ
ー
ム
の
指
導
を
受
け

対
応
す
る
。

３
名
が
非
常
勤
特
別
職
で
あ
る
。

そ
の
ほ
か
、
保
健
師
、
社
会
福
祉

士
等
４
名
の
臨
時
職
員
が
従
事
し

て
い
る
。
１
名
を
除
き
昨
年
度
か

ら
同
じ
職
員
が
従
事
し
て
い
る
。

不
能
欠
損
額
が
ゼ
ロ
で
あ

る
こ
と
は
す
ば
ら
し
い
こ

と
で
あ
る
が
、
収
入
未
済
と
な
っ

て
い
る
８
５
５
万
円
の
内
訳
を
伺

う
。

高
齢
者
虐
待
防
止
事
業
に

つ
い
て
虐
待
の
発
見
件
数

及
び
通
報
後
の
手
順
を
伺
う
。

27
年
度
は
19
件
で
あ
り
、

虐
待
を
受
け
た
本
人
や
家

族
か
ら
の
通
報
の
ほ
か
、
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
や
介
護
保
険
事
業
者
か

ら
の
通
報
、
匿
名
の
通
報
が
あ
っ

た
。
通
報
を
受
け
る
と
市
高
齢
福

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
み
な

み
か
わ
ち
に
お
け
る
正
規

雇
用
及
び
非
正
規
雇
用
の
内
訳
及

び
定
着
状
況
を
伺
う
。

主
任
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、

社
会
福
祉
士
、
看
護
師
の

答 問 教育
福祉
社
会
福
祉
総
務
費

答答 問問 教育
福祉
学
校
給
食
費

教育
福祉
保
健
体
育
費

答答 問問 教育
福祉
高
齢
者
福
祉
費

教育
福祉
介
護
予
防
支
援
事
業
費 答

問 教育
福祉
民
生
費
負
担
金

教育福祉常任委員会



問問
答

備蓄食料品のアルファ米

Ｊ
Ａ
な
ど
と
も
協
定
を
結
ぶ

べ
き
で
は
。

市
民
生
活
部
長

大

き
い
災
害
、
地
震
等

を
考
慮
し
、十
分
検
討
す
る
。

第
１
避
難
所
に
も
備
蓄
を
考

え
て
い
る
。

流
通
在
庫
備
蓄
の
協

定
先
は
９
社
。
全
て

市
外
に
あ
り
、
生
活
必
需
品

を
あ
ま
り
扱
わ
な
い
デ
パ
ー

ト
な
ど
も
入
っ
て
い
る
。

も
っ
と
身
近
な
市
内
ス
ー

パ
ー
や
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
、

を
27
年
度
か
ら
５
年
間
で
備

蓄
予
定
。備

蓄
品
は
防
災
倉
庫

に
保
管
さ
れ
て
お
り
、

指
定
避
難
所
に
は
な
い
。
避

難
所
に
置
く
の
が
有
効
で
は
。

市
長

食
料
品
は
集

中
管
理
す
る
。
そ
れ

以
外
は
薬
師
寺
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
防
災
倉
庫
に

も
今
年
度
か
ら
備
蓄
を
始
め

た
。
今
後
、
食
料
品
以
外
は

現
在
の
備
蓄
は
水

５
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト

ル
１
千
本
、食
料
品
２
千
食
。

ど
の
よ
う
な
災
害
を
想
定
し

て
い
る
の
か
。

市
長
「
下
野
市
備

蓄
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に

基
づ
き
、
県
直
下
地
震
Ｍ
7.3

及
び
市
直
下
Ｍ
6.9
の
最
大
避

難
者
９
９
３
０
人
の
２
食
分

答

答

答

問

問

問

約
１
万
人
の
２
食
分
を
想
定
し
て
い
る

災
害
用
食
料
品
備
蓄
量
は
、
何
人
何
食
分
の
計
画
か

議
員

中
村
節
子

ほ
か
に
も
・
・
・

運
転
免
許
自
主
返
納
者
支
援
の
充
実
を
。

他
市
町
の
支
援
策
を
参
考
に
検
討
し
て
い
く
。

問答

121212

　

第
３
回
定
例
会
で
は
、
６
人
の

議
員
が
市
政
に
対
し
、
一
般
質
問

を
行
い
ま
し
た
。
質
問
と
答
弁
の

内
容
を
要
約
し
て
掲
載
し
ま
す
。

下野市議会だよりNo. 42

※
流
通
在
庫
備
蓄

企
業
等
と
協
定
を
結
び
、

災
害
時
に
物
資
等
の
提
供
を

受
け
る
こ
と
。

※
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問問
答

問問
答

ふるさと納税返礼品の一例
（市ホームページより）

ト
ッ
プ
で
手
続
き
が
可
能
と

な
る
よ
う
に
準
備
を
進
め
て

い
る
。

本
市
へ
の
移
住
促
進

な
ど
に
こ
の
制
度
の

利
用
を
。市

長

地
方
創
生
推

進
の
観
点
で
市
の
魅

力
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

野
ブ
ラ
ン
ド
認
定
品
の
Ｐ
Ｒ

も
兼
ね
て
、
好
み
に
よ
る
３

セ
ッ
ト
と
ふ
る
さ
と
納
税
の

金
額
に
応
じ
た
３
段
階
、
合

わ
せ
て
９
パ
タ
ー
ン
か
ら
の

選
択
が
可
能
に
な
る
よ
う
改

善
を
図
っ
た
。
ま
た
、「
Ｙ

ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
ふ
る
さ
と
納

税
」
サ
イ
ト
を
活
用
し
、
サ

イ
ト
上
で
の
申
し
込
み
や
ク

レ
ジ
ッ
ト
決
済
が
可
能
な
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
、
ワ
ン
ス

の
税
収
格
差
を
是
正
す
る
税

制
改
革
の
た
め
創
設
さ
れ
た

が
、
本
来
の
目
的
か
ら
逸
脱

し
、
節
税
対
策
や
返
礼
品
目

的
の
寄
附
と
自
治
体
の
返
礼

品
競
争
に
な
り
、
本
来
の

趣
旨
と
は
大
き
く
様
相
を

変
え
て
い
る
。
新
聞
報
道

と
は
若
干
異
な
る
が
、
約

３
５
３
９
万
円
の
赤
字
で
あ

り
重
く
受
け
止
め
る
課
題
で

あ
る
。
本
年
４
月
か
ら
、
下

８
月
14
日
付
下
野
新

聞
の
記
事
で
、
こ
の

制
度
に
伴
う
財
政
流
出
額
は

約
３
７
４
７
万
円
も
の
赤
字

で
あ
る
。
ふ
る
さ
と
納
税
を

積
極
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
る

体
制
を
早
く
整
え
る
べ
き
で

あ
る
。

市
長

こ
の
制
度

は
、
大
都
市
と
地
方

答

答

問

問

返
礼
品
の
向
上
や
市
の
魅
力
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る

ふ
る
さ
と
納
税
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
体
制
を

議
員

小
谷
野
晴
夫

設
へ
の
設
置
数
は
80
か
所
で

あ
り
、
管
内
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
場

所
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
提
供

し
て
い
る
。
③
稼
働
状
況
に

つ
い
て
は
本
年
７
月
に
１
件

使
用
し
た
。
④
今
後
コ
ン
ビ

ニ
等
へ
の
設
置
を
協
議
し
て

い
く
。
ま
た
市
有
バ
ス
、
デ

マ
ン
ド
バ
ス
等
に
設
置
す
る
。

た
、
４
月
１
日
か
ら
は
市
民

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
て
よ
り
簡
便
に
受
講
で
き

る
よ
う
「
応
急
手
当
Ｗ
Ｅ
Ｂ

講
習
」
を
開
始
し
た
。
今
後

も
、
消
防
組
合
や
自
主
防
災

組
織
等
と
連
携
し
な
が
ら
講

習
受
講
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た

い
。
②
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
市
関
連
施

く
ま
で
も
医
師
等
に
引
き
継

ぐ
ま
で
の
間
に
症
状
を
悪
化

さ
せ
な
い
一
時
的
な
措
置
で

あ
る
。
公
的
資
格
の
有
無
な

ど
関
係
な
く
、
誰
も
が
知
っ

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

知
識
・
技
術
で
あ
る
と
考

え
、
石
橋
地
区
消
防
組
合
で

は
年
間
を
通
じ
て
実
施
し
て

い
る
。
受
講
者
数
は
、
25
年

が
２
４
８
５
名
、
27
年
が

２
４
１
０
名
で
あ
っ
た
。
ま

①
一
般
市
民
に
対
す

る
応
急
手
当
て
と
救

命
処
置
の
市
民
講
習
方
法
②

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
状
況
③
稼
働

状
況
④
今
後
の
設
置
に
つ
い

て
伺
う
。市

長

①
応
急
手

当
て
や
救
命
措
置

は
、
け
が
や
病
気
を
治
療
す

る
医
療
行
為
で
は
な
く
、
あ

答 問

応
急
手
当
て
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
を
開
始

救
命
処
置
の
市
民
講
習
に
つ
い
て

議
員

大
島
昌
弘

ＡＥＤ（自動体外式除細動器）

ほ
か
に
も
・
・
・

市
内
中
学
生
の
英
検
受
験
に
一
歩
踏
み
込
ん
だ
施
策
を
。

３
級
以
上
の
受
験
に
対
し
半
額
の
補
助
を
行
う
。

ほ
か
に
も
・
・
・

大
松
山
運
動
公
園
プ
ー
ル
の
今
後
の
方
針
は
。

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
基
づ
き
検
討
を
進
め
る
。

問

問

答

答
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先進的に導入している愛知県半田市
「マイレポはんだ」のシステムイメージ図

出典：半田市広報　http://www.city.handa.lg.jp/
　kikaku/shise/kocho/myreport/myrepohanda.html

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
道
路
破
損
情

報
収
集
シ
ス
テ
ム
は
、
市
民

か
ら
の
情
報
が
即
座
に
反
映

で
き
、
事
務
効
率
化
や
災
害

時
被
害
状
況
収
集
に
も
活
用

可
能
だ
。
費
用
対
効
果
等
も

含
め
導
入
に
向
け
検
討
す
る
。

に
２
８
０
件
、
う
ち
96
％
は

対
応
済
み
ま
た
は
対
応
中
だ
。

市
道
延
長
約
７
８
８
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
安
全
通
行
を
保

つ
に
は
、
幅
広
い
情
報
収
集

と
老
朽
化
す
る
市
道
の
計
画

的
舗
装
修
繕
が
重
要
だ
。
②

を
導
入
し
、
市
民
の
協
力
を

得
る
体
制
を
構
築
さ
れ
た
い
。

市
長

①
道
路
パ
ト

長
ロ
ー
ル
は
建
設
課
職

員
、
維
持
管
理
委
託
業
者
が
随

時
巡
回
し
、
上
下
水
道
検
針
・

料
金
徴
収
業
務
受
託
業
者
の

移
動
時
、
市
職
員
の
通
勤
時

に
不
具
合
を
発
見
し
た
場
合

は
速
や
か
に
連
絡
す
る
体
制

だ
。
市
民
か
ら
の
通
報
は
本

年
度
４
月
か
ら
７
月
末
ま
で

道
路
破
損
や
工
事
に

よ
る
損
害
賠
償
事
案

が
後
を
絶
た
な
い
。
①
パ
ト

ロ
ー
ル
や
市
民
か
ら
の
通
報

状
況
、
現
状
で
の
課
題
は
ど

う
か
。
②
道
路
、
公
園
な
ど
の

破
損
・
不
具
合
箇
所
に
迅
速

に
対
応
す
る
た
め
、Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情

報
通
信
技
術
）
を
活
用
し
た

破
損
等
情
報
収
集
シ
ス
テ
ム

答

問

導
入
に
向
け
検
討
す
る

道
路
等
破
損
情
報
収
集
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を

議
員

村
尾
光
子

消
費
者
啓
発
に
関
す
る
さ
ら

な
る
実
践
的
な
能
力
を
習
得

し
、
小
中
学
校
へ
の
出
前
講

座
、
ほ
か
に
講
演
会
を
実
施

し
消
費
者
教
育
を
推
進
す

る
。
④
適
し
た
看
板
の
設
置

を
検
討
す
る
。

６
月
末
現
在
で
67
件
の
う
ち

17
件
で
あ
っ
た
。
②
未
然
防

止
効
果
が
高
い
特
殊
詐
欺
撃

退
機
器
の
貸
し
出
し
事
業
を

早
急
に
展
開
し
、
被
害
防
止

の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
。

③
国
・
県
の
研
修
に
よ
り
、

開
を
。
④
一
番
の
被
害
救
済

は
被
害
に
あ
う
前
の
相
談
で

あ
る
。
総
合
戦
略
に
は
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
の
周
知
と
あ

る
が
、
新
庁
舎
の
案
内
は
不

十
分
。
一
目
で
場
所
が
わ
か

る
案
内
板
の
設
置
を
。

市
長

①
26
年
度
の

相
談
件
数
２
８
０
件

の
う
ち
特
殊
詐
欺
相
談
件
数

は
54
件
。
27
年
度
は
２
７
２

件
の
う
ち
60
件
。
28
年
度
は

①
26
〜
27
年
度
、
及

び
28
年
６
月
末
ま
で

に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
が
受

け
た
特
殊
詐
欺
の
相
談
件
数

②
特
殊
詐
欺
未
然
防
止
の
啓

発
は
現
行
の
施
策
の
他
、
よ

り
適
確
な
施
策
を
図
る
べ

き
。
③
担
当
職
員
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
で
更
な
る
相
談
体
制

の
強
化
、
消
費
者
教
育
の
展

答

問

特
殊
詐
欺
撃
退
機
器
の
貸
し
出
し
を
推
進

特
殊
詐
欺
被
害
防
止
と
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
周
知
を

議
員

塚
原
良
子

案内板が設置された市役所庁舎２階の消費生活センター

ほ
か
に
も
・
・
・

図
書
館
統
括
館
は
市
直
営
と
さ
れ
た
い
。

業
務
の
範
囲
を
明
確
に
し
て
指
定
管
理
と
す
る
。

思
川
開
発
事
業
の
議
会
へ
の
説
明
は
い
つ
か
。

県
広
域
的
水
道
整
備
計
画（
案
）作
成
後
に
協
議
す
る
。

ほ
か
に
も
・
・
・

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
の
適
正
な
利
用
料
金
を
。

三
王
山
ふ
れ
あ
い
公
園
の
全
施
設
整
備
が
完
了
し
た

後
の
施
設
利
用
状
況
を
見
据
え
検
討
す
る
。

問問

問

答答

答



一

般

質

問
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答
問問

用
が
想
定
さ
れ
る
。
効
果
と

し
て
は
、
定
住
促
進
、
税
収

増
な
ど
。市

の
産
業
振
興
計
画

に
誘
致
産
業
と
位
置

付
け
て
い
な
い
産
業
の
建
築

物
や
、
雇
用
を
生
む
と
は
考

え
に
く
い
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の

設
置
等
に
つ
い
て
地
区
計
画

で
規
制
で
き
な
い
か
。

産
業
振
興
部
長

地

区
計
画
で
は
、
建
築

ど
の
よ
う
な
事
業
手

法
を
と
る
の
か
。

市
長

栃
木
県
土
地

開
発
公
社
、
栃
木
県

企
業
局
に
よ
る
事
業
化
を
目

指
し
県
と
協
議
を
進
め
て
い

る
。

市
の
財
政
へ
の
影
響

は
。

市
長

負
担
と
し
て

は
工
業
団
地
周
辺
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
関
す
る
費

て
の
客
観
的
評
価
を
行
っ
た

が
、
仁
良
川
エ
リ
ア
の
評
価

が
最
も
高
か
っ
た
。し
か
し
、

エ
リ
ア
の
決
定
に
は
地
権
者

同
意
率
の
高
さ
が
重
要
な
条

件
で
あ
る
た
め
、
僅
差
次
点

の
台
坪
山
エ
リ
ア
を
含
め

て
、
地
権
者
意
向
調
査
を
８

月
に
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
10
月
末
に
出
る
調
査
結

果
と
「
報
告
書
」
を
踏
ま
え

開
発
エ
リ
ア
を
決
定
し
た
い
。

本
年
３
月
に
示
さ
れ

た
「
工
場
適
地
調
査

業
務
委
託
調
査
報
告
書
」
に

は
仁
良
川
エ
リ
ア
に
工
業
団

地
を
整
備
す
る
と
の
結
論
に

な
っ
て
い
る
が
、
市
の
意
思

と
と
ら
え
て
良
い
か
。

市
長

昨
年
度
、
市

内
６
か
所
の
候
補
地

に
つ
い
て
、
工
場
適
地
と
し

答

答答

答

問

問問

問

本
市
の
将
来
像
に
と
っ
て
必
要
な
政
策
と
考
え
る

新
し
い
工
業
団
地
を
開
発
す
る
の
か

議
員

磯
辺
香
代

工場適地調査業務委託調査報告書

物
の
用
途
の
制
限
を
明
示
す

る
方
法
が
あ
る
。
特
定
の
建

築
物
へ
の
規
制
は
他
の
自
治

体
で
例
が
あ
る
の
で
、
県
や

地
域
の
方
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
検
討
し
た
い
。

８月

９月

10月

６日　県南６市議会議長会定例会・研修会
19日　小山広域保健衛生組合議会臨時会
　　　総務常任委員会
25日　議会運営委員会・議員全員協議会
26日　市議会議員研修会
　　　議会だより編集委員会

１日～23日　第３回定例会
６日　議会運営委員会
７日　議会活性化特別委員会
21日　議会運営委員会・正副委員長会議
23日　議会だより編集委員会
27日　富山県南砺市議会視察来庁
　　　～総合庁舎について（分庁舎の統合）～

７日　教育福祉常任委員会
11日　議会だより編集委員会
12日　宮崎県西都市議会視察来庁
　　　～新庁舎建設について～
13日　栃木県市議会議長会議
14日　総務常任委員会
17～18日　教育福祉常任委員会行政視察
　　　　　　（愛知県瀬戸市、岐阜県大垣市）
　　　　　～公立保育園の民営化について・
　　　　　　　　　　　　英語教育の推進について～
18日　高根沢町議会視察来庁
　　　～災害時における防災拠点施設としての
　　　　　　　　　　　　庁舎設備・機能について～
19日　正副委員長会議
24日　議会運営委員会・議員全員協議会
25日　議会だより編集委員会
29日　議会報告会
31日　議会だより編集委員会
31日～11月１日　経済建設常任委員会行政視察
　　　　　　　　　（静岡県三島市、富士市）
　　　　　　　　～水道ビジョンについて・
　　　　　　　　　　　　富士市産業支援センター
　　　　　　　　　　　　　　　　　f-Bizについて～

議 会 の 動 き

市議会本会議の会議録が検索できます
①インターネットで閲覧
　会議録検索システム
　http://www.kaigiroku.net/kensaku/

shimotsuke/shimotsuke.html

②市内３図書館で冊子を閲覧
　・南河内図書館 ・石橋図書館 ・国分寺図書館

※会議録作成に時間を要するため、若干遅延す
る場合がございますが、ご了承願います。

←市ホームページからも入れます



　白鷗大学法学部教授　市村充章先生を講師に迎えて地方自治の課題と役割について、また、
政務政務活動活動費に費におけおける透る透明性明性と妥と妥当性当性の確の確保に保についついて研て研修を修を行い行いましましたた。

市村先生は行政学・地方自治法・選挙法・
議会議会議会制度制度制度 専を専を専 分門分門分野と野とされされ おておりり、①市①市①市 村町村町村
の意味②議会とは何か③自治体議会の今日的
な課な課題④題④政務政務活動活動費制費制度の度の概要概要⑤政⑤政務活務活動費動費
の運用実態⑥政務活動費は必要か⑦政務活動
費について特に留意すべき点 などについて、
現在の日本国内で起きている事例や、県内・
近隣市町の状況等、専門家の見地から細部に
わたわたわたり解り解り解説し説し説していていていただただただきまきまきましたしたした。。

※現在、当市議会では政務活動費は支給していません。

市議会では９月 17日午前、「道の駅しもつけ」において義援金募金活動を行いました。
皆様からの温かいご支援により、６万 528 円のご協力をいただきました。義援金は社会福祉法
人栃人栃人栃木県木県木県共同共同共同募金募金募金会を会を会を通じ通じ通じて被て被て被災地災地災地へ届へ届へ届けらけらけられまれまれますすす。ご協ご協ご協力い力い力いただただただきまきまきましたしたした皆様皆様皆様 大大、大変あ変あ変ありがりがりがとうとうとう
ございました。

第４回定例会 月　　日（水）第４回定例会第第平成28年平成28年 月　　日（水）
議場にて
開会予定
議場にて
開会予定

詳しい日程は決定次第、市ホームページ http://www.city.shimotsuke.lg.jp でお知らせいたします。

　　　　日日日
shimotsukeshimotsuke

3030月月月
://www.cit:/ cit

1111

北海道・岩手県における大雨災害に対する
　　　　　　　　　　義援金募金活動を行いました
北海道・岩手県における大雨災害に対する
　　　　　　　　　　義援金募金活動を行いました
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久
し
ぶ
り
に
公
民
館
講
座
を
受
講
し
て
い
ま
す
。
し
か
も
２
つ

の
講
座
で
す
。

１
つ
は
女
性
力
を
ア
ッ
プ
す
る
講
座
。
も
う
１
つ
は
、
ま
ち
づ

く
り
の
講
座
。
宇
都
宮
大
学
に
今
年
度
か
ら
新
設
さ
れ
た
地
域
デ

ザ
イ
ン
科
学
部
の
先
生
方
の
講
義
を
宇
大
の
教
室
で
聞
い
た
り
、

今
話
題
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
自
ら
実
践
し
た
り
と
、
な

か
な
か
に
刺
激
的
で
す
。

今
年
の
３
月
に
出
さ
れ
た「
下
野
市
生
涯
学
習
推
進
計
画
（
第

二
次
）」
の
中
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
る
と
「
学
習
活
動
を
し

た
い
け
れ
ど
、
仕
事
や
家
事
が
忙
し
く
て
時
間
が
な
く
て
で
き
な

い
」、「
生
涯
学
習
に
関
す
る
情
報
が
得
ら
れ
な
い
」、
な
ど
の
不

満
が
見
え
て
き
ま
す
。

学
び
た
い
人
に
多
様
な
学
ぶ
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
は
、
市
に

と
っ
て
大
き
な
課
題
。
議
員
と
し
て
も
力
を
尽
く
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
中
村

節
子
）

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委
員
長

村
尾

光
子

副
委
員
長

中
村

節
子

委

員

出
口

芳
伸

柳
田
柳
太
郎

髙
橋

芳
市

若
林

稔

次
号（
第
43
号
）は
２
月
15
日
に
発
行
し
ま
す

下野市議会だよりNo. 42

下野市議会だより
１部あたりの印刷
製本費は約 13 .1円
です。

編集日に凱旋来庁した髙藤選手と


